
鳥羽河内ダム定礎式を執り行いました 

 

令和８年３月２１日（土曜日）、鳥羽市立加茂中学校体育館において、「鳥羽河内ダム定礎

式」を執り行いました。 

「定礎式」とは、ダムの本格的な築造に際し、清められた礎石をダム本体に納め、ダムの安

泰と永久堅固を祈願する行事のことです。 

当日は国会議員、関係市町村首長、県・市議会議員、地元関係者、工事関係者ら約 100名に

ご臨席賜りました。 

式典は県土整備部長による開式の辞で始まり、主催者を代表して三重県知事が主催者挨

拶を述べました。続いて、出席代表者の皆様よりご祝辞を賜り、志摩建設事務所長が工事概

要及び工事経過報告を行いました。その後、鳥羽九鬼水軍太鼓保存会の皆様による勇壮な和

太鼓演奏が披露され、式典に華を添えました。 

今回の定礎式でダム堤体に埋納する礎石には、この令和 8 年 3 月をもって閉校となる、

会場の鳥羽市立加茂中学校の卒業生の皆様に文字を揮毫していただきました。式典では生

徒代表のお二人が登壇し、礎石の文字の揮毫について紹介しました。 

その後、礎石をダム本体へと納める「定礎の儀」が厳かに執り行われ、ダム建設現場と中

継を繋いだ礎石埋納の様子が体育館のスクリーンに映し出されました。続いて、くす玉開披

とダム式万歳による万歳三唱で工事の完遂と地域の発展を参加者全員で祈願しました。最

後に、施工者代表より挨拶があり、県土整備部長の閉式の辞をもって式典は滞りなく終了し

ました。 

三重県として、引き続き地域の皆様のご理解とご協力を賜りながら、安全管理を徹底し、

鳥羽河内ダムの一日も早い完成を目指して事業を着実に推進してまいります。 

 

 

加茂中学校の卒業生に揮毫いただいた定礎石 



 

三重県知事による主催者挨拶 

 

 

鳥羽九鬼水軍太鼓保存会の皆様による和太鼓演奏 

 

 

礎石の揮毫について紹介する加茂中学校の生徒代表 



 

鎮定（ちんてい）の儀 

 

斎鏝（いみごて）の儀 

 

斎槌（いみづち）の儀 

 



 

礎石埋納の様子（ダムサイトからの中継） 

 

 

くす玉開披と万歳三唱 

 


